

















1　 牧口の初期の著作である『人生地理学』（『牧口常三郎全集』第１巻、第２巻に収録）は 1903 年の発刊だ
が、20 世紀のメタ倫理学史における出発点となった G. E. ムーア（1873 - 1958）の『倫理学原論』（Prinpicia 
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求される価値に関する問題という意味である。後者は「二階（高次）の問い・探究（second-order 
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